
WEBサイト YouTube

AnCo では、産学官民の多様なメンバー同士の交流や意見交換の機会を重視
しながら、メンバーの関心や取組みにあわせて柔軟な活動を推進しています。

地方公共団体７団体、企業・団体会員 �� 団体、
学術機関 �� 団体、個人会員等 �� 名の計 �� 会員で活動中。

Web サイトの入会申込フォームへ登録をお願いします。

AnCo 事務局  info@annei.org

会員種別・年会費

入会方法

会員名 企業会員 関係団体会員

分類

会費

大企業

�� 万円 �� 万円 � 万円 � 万円 � 万円

中小企業 医療・福祉 スポーツ
文化芸術スタートアップ

正会員（議決権あり）

会員名 企業会員

分類

会費

大企業

�� 万円 �� 万円 � 万円 無料

地方公共
団体会員

大学等
学術機関 個人会員 学生会員

無料 無料� 万円

中小企業 スタートアップ

賛助会員（議決権なし）

※その他「特定個人会員」：資格要件（Web サイト FAQ 参照）を満たし理事会による審査で認められた
者で、理事またはアドバイザーへの就任を前提とする。

2507BP

会員募集中！

一般社団法人 安寧社会共創イニシアチブ
Est. ����

✓ 新たな産業の創出やマーケット開拓したい
✓ サービス・製品の実証基盤を開拓したい
✓ SIB・健康づくりを目指したい
✓ CSR/ESG 活動に力を入れたい

✓ 研究の実証フィールドを探している
✓ 共同研究のパートナーを探している

企業・団体

学術機関・研究機関

✓ 社会課題解決を実践したい
✓ 社会的インパクト評価を導入して、
　エビデンスに基づいた政策を立案したい

自治体

✓ 学びや様々な知識を得たい
✓ 新たなつながりをつくりたい

市民
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プログラム、場・空間・まちづくり
が人にどのような影響を及ぼ
すのか評価するシステムを検討

プログラムの構築。実装に関
わる要素技術の開発

プログラムに呼応する場・空間・
まちづくりのあり方、
これらが人の行動・幸福・健康に
及ぼす影響の検討

プログラム開発分科会�

技術開発分科会�
空間デザイン分科会�

評価システム分科会�

文化的・社会的処方開発部門
デザイン・実装部門

幹事機関：京都大学 社会疫学分野

幹事機関：千葉大学 予防医学センター

“ 分科会 ”の全体像を知るAnCo の機能　　　つないで、練って、味わい、ひろげる

AnCo での主な活動である “ 分科会 ” は、メンバー同士がプロジェクトを進めるた
めの会です。メンバーの関心をもつテーマごとに分科会を構築し、関連する知見・
情報や、メンバーがもつソリューション・分析技術等の共有・認知度向上を図ります。
会員が主体となって取り組みます。現状は４つの分科会がありますが、会員の関心
に合わせて適宜増減をおこない、１～２ヵ月に１回ペースで開催予定です。

コーディ
ネーター

プログラムを実現するための
新技術等の開発

行動、幸福、健康に良い影響
を及ぼすプログラムの開発

Input

Output / Outcome

つながった人たちと、新しいアイデアや
活動を形にします。未来の空間や、やさ
しい技術も、一緒に練り上げます。主に
“分科会 ” で、メンバーの関心ごとにプロ
ジェクトを進めます。

練る

味わう

AnCo は、「こんなことやりたい！」を持
ち寄って、仲間と出会える場所です。産・
学・官・民がつながる共創のハブであり、
同じ想いを持つ仲間と出会い、新しい可
能性を見つけること、実装につなげるこ
とができます。

うまくいった取り組みを科学的な根拠
をもとに、日本へ、世界へ届けます。
また、AnCo での活動を発信することで、
新たな賛同者・メンバーを増やします。

活動のインパクトを、みんなで確かめ、
よりよい形に育てていきます。その実績
を、制度やビジネスにつなげるエビデン
スにも。

つなぐ 分科会 / コーディネーション / チャット

分科会 / セミナー

分科会

ひろげる 情報発信・政策提言

多様なソーシャルグッドを生み出したい
人や組織をつなぐ “ ハブ ”。

「つながり」「文化」「経済」⸺　本来は人の暮らしを支えるはずの資本ですが、現実
にはその偏りや、世代をまたぐ引き継ぎ方が、格差の固定化を生んでいるとも言われ
ています。だからこそ、すべての人にこの資本が行き渡るしくみをつくりたい。とくに、
見過ごされてきた「つながり」と「文化」の資本を、経済のしくみにしっかり組み込
んでいくことが必要です。産学官民が連携しながら、文化で人と人がつながる「新し
い共通資本」を育てていきましょう。

※ これは AnCo での活動による人々の変化をイメージした物語です。


